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社協だより

福祉わくや

PICK UP!

◦新年のご挨拶　２ページ

◦おらほのふれあいレポ　４ページ～５ページ
　～地域住民の活動を紹介します！～

◦地域ふれあい物品貸出　５ページ
　～おかげさまで、大好評！～

◦PICK UP 社協事業　６ページ
　高齢期と健康長寿の
� 食生活を考える研修会
　介護予防「パワーアップ」
� リーダー養成講座閉講式
　福祉教育出前講座

◦ゆうらいふ通信　７ページ
　特別養護老人ホーム、グループホーム、
　デイサービス、地域活動支援センター

◦各種お知らせ　８ページ
　宮城いきいき学園募集　など

法人設立35周年記念社会福祉大会
　法人設立35周年を記念し、涌谷公民館
において、社会福祉大会を開催しました。
町内の地域福祉関係者をはじめ、関係団
体や企業など、約180名の出席をいただ
きました。

【関連記事２ページ～３ページ】



　

あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
町
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
設
立

35
周
年
記
念
社
会
福
祉
大
会
に
お
い
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に
尽
力

さ
れ
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
て
、

改
め
て
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
今
日
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
福
祉
課
題
・
生

活
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
現
状
を
踏
ま
え
、
東
北
福
祉
大
学
の
協

力
を
得
て
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
見
直
し

や
今
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し
い

総
合
事
業
）
が
円
滑
に
推
進
で
き
る
よ
う

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
５
月
に
開
設
を
目
指
し
て

建
設
し
て
い
る
、（
仮
称
）
ゆ
う
ら
い
ふ

箟
岳
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
を
迎
え
る
、
２
０
２
５

年
を
見
据
え
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
を
す

る
と
共
に
、
地
域
の
方
々
が
お
互
い
に
支

え
合
え
る
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用

さ
れ
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ

り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
組
織
強
化
と
経

営
情
報
の
透
明
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
従
っ
て
、
社
協
の
運
営
に
参
画
し

て
い
る
役
員
や
評
議
員
の
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
誰
も

が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

地
域
福
祉
事
業
を
は
じ
め
、
高
齢
者
福
祉

複
合
施
設
ゆ
う
ら
い
ふ
に
お
い
て
も
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
各
種

介
護
事
業
を
展
開
す
る
と
共
に
、
障
害
者

や
高
齢
者
の
方
々
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
こ
そ
、
共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
精
神
を
発
揮
し
、
身
近
な

日
々
の
暮
ら
し
の
場
で
あ
る
地
域
の
中
で
、

生
活
課
題
に
向
き
合
い
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
、
諸
課

題
解
決
の
た
め
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の

な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

法
人
設
立
35
周
年
記
念
社
会
福
祉
大
会

11
月
18
日

　

小
野
寺
富
雄
大
会
会

長
（
社
協
会
長
）
か
ら
、

「
地
域
の
福
祉
課
題
が
増
加
、
多
様
化

し
て
い
る
中
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た

い
」
と
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
表
彰
で
は
永
年
地
域
福
祉

の
向
上
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
65
名

の
方
々
に
、
表
彰
状
な
ら
び
に
感
謝
状

と
記
念
品
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
度
開
催
し
た
福
祉
作
文
・
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
福
祉
作

文
の
部
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
、
涌
谷

中
学
校
１
年
の
粟あ
わ

野の

咲さ

希き

さ
ん
か
ら
、

入
賞
作
品「
人
々
の
気
持
ち
を
考
え
て
」

の
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

笑
顔
写
真
家
か
と
う
ゆ

う
い
ち
氏
を
お
招
き
し
、

「
最
高
の
笑
顔
を
引
き
出
す
方
法
～
信
頼

関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
～
」
と
題
し
、

記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
相
手
の
心
を

開
く
た
め
に
自
分
か
ら
歩
み
寄
る
こ
と
や

笑
顔
を
共
有
し
合
う
こ
と
等
を
楽
し
く
、

実
践
を
交
え
な
が
ら
の
話
術
に
す
っ
か
り

魅
了
さ
れ
、
会
場
全
体
は
終
始
笑
顔
が
絶

え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
大
会
を
通
し
て
、
町
民
の
福
祉
向
上
の

た
め
更
な
る
努
力
を
誓
い
合
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
町
民
一
人
ひ
と
り
、

関
係
機
関
、団
体
と
と
も
に
協
働
し
、「
誰

も
が
そ
の
人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

地
域
福
祉
活
動
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。

第
１
部

記
念
式
典

第
２
部

記
念
講
演

会
長

小
野
寺 

富
雄

新
年
の
ご
挨
拶
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涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

【
表
彰
状
】

▽
福
祉
推
進
員
表
彰

（
在
職
30
年
以
上
）

　

黄
川
田
道
子
（
９
の
１
区
）

▽
役
員
・
福
祉
推
進
員
表
彰

（
在
職
20
年
以
上
）

　

安
部　

清
彦
（
猪
岡
区
）

　

石
川　

悦
子
（
９
の
１
区
）

　

菊
池
ま
つ
子
（
９
の
１
区
）

　

松
村　

徳
子
（
９
の
２
区
）

▽
役
員
・
評
議
員
・
福
祉
推
進
員
・

相
談
員
等
表
彰（

在
職
10
年
以
上
）

　

高
橋　

俊
吾
（
９
の
２
区
）

　

髙
橋
ち
い
子
（
下
町
区
）

　

渡
部　

清
志
（
城
山
区
）

　

髙
橋
ち
づ
子
（
上
小
塚
区
）

　

安
部　

妙
子
（
10
区
）

　

佐
々
木　

盛
（
10
区
）

　

渋
谷　

紀
子
（
10
区
）

　

志
子
田
す
み
子
（
下
小
塚
区
）

　

佐
々
木
幸
男
（
上
町
区
）

　

中
川　

康
子
（
上
町
区
）

　

宮
崎　

愼
二
（
上
町
区
）

　

安
倍　

孟
志
（
下
郡
区
）

　

青
木　

煕
王
（
小
里
区
）

　

佐
々
木
福
治
（
小
里
区
）

　

三
神　
　

強
（
脇
区
）

　

小
島
美
佐
子
（
箟
岳
区
）

　

秋
元　

文
子
（
成
沢
区
）

　

安
藤
美
和
子
（
城
山
区
）

　

遠
藤
嘉
代
子
（
10
区
）

▽
社
会
福
祉
施
設
・
団
体
役
員
表
彰

（
在
職
10
年
以
上
）

　

小
野
寺
い
く
子（
涌
谷
み
ぎ
わ
会
）

　

佐
々
木
良
一
（
上
郡
２
区
）

　

川
名　

敏
也
（
城
山
区
）

　

本
郷
千
加
子
（
９
の
２
区
）

　

佐
々
木
永
治
（
上
郡
１
区
）

　

黒
澤
の
ぶ
子
（
２
の
１
区
）

　

狩
野
く
に
子
（
10
区
）

　

富
田　

敏
夫
（
４
区
）

▽
社
会
福
祉
施
設
職
員
表
彰

（
在
職
15
年
以
上
）

　

浅
野
礼
子
、
本
田
和
枝
、

　

伊
東
千
明
、
鶴
岡
瑞
恵
、

　

石
堂
喜
代
美
、
尾
口
由
紀
恵
、

　

佐
々
木
直
美
、
阿
部
ひ
ろ
み
、

　

瀬
戸
友
紀
、
野
崎
香
理
、

　

髙
橋
理
恵（

以
上
涌
谷
み
ぎ
わ
会
）

【
感
謝
状
】

▽
多
大
の
金
品
寄
贈
に
対
し
て

　

本
間
ひ
さ
子
（
９
の
２
区
）

　

大
橋　

荘
冶
（
４
区
）

　

杉
崎　

啓
志
（
上
郡
１
区
）

　

初
山　

邦
夫
（
北
海
道
）

　

伊
藤　

勝
秋
（
脇
区
）

　

ア
ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
ア
ル

プ
ス
電
気
労
働
委
員
会
わ
く
や

支
部
、
大
崎
タ
イ
ム
ス
社
福
祉

部
、
民
謡
香
湧
会
、
小
佐
川
会 

小
佐
川
桃
舞
、
涌
谷
町
芸
能
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

西
條
幸
雄
、

涌
谷
町
芸
能
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会 

英
康
一
、
つ
の
だ
眼
科
、

ア
ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
涌
谷

工
場
、
株
式
会
社
千
坂
、
仙
北

富
士
交
通
株
式
会
社

▽
社
協
事
業
協
力
者

　

菊
地　

吉
夫
（
９
の
３
区
）

　

遠
藤
理
美
容
室

　

涌
谷
町
地
域
婦
人
会

▽
前
評
議
員
・
福
祉
推
進
員
・
相

談
員
等
（
在
職
10
年
以
上
）

　

出
師　
　

馨
（
１
区
）

　

大
友　

富
男
（
５
の
１
区
）

　

鈴
木
貴
美
子
（
吉
住
区
）

　

大
田　

和
子
（
10
区
）

▽
社
協
役
職
員
功
労
表
彰

　

小
野
寺
富
雄
（
２
の
２
区
）

　

髙
橋
ち
い
子
（
下
町
区
）

　

髙
橋
ち
づ
子
（
上
小
塚
区
）

　

平　

あ
き
子
（
９
の
１
区
）

　

佐
藤
よ
う
子
（
上
小
塚
区
）

　

岩
崎　

仁
一
（
成
沢
区
）

　

川
口　

惠
子
（
７
区
）

　

眞
田
典
子
、
森
千
代
子
、

　

菅
原
明
美
、
大
槻
裕
子
、

　

関
谷
真
理
、
佐
藤
由
理
、

　

𠮷
川
亜
矢
、
山
岸
智
子
、

 

（
以
上
社
協
職
員
）

▽
奉
仕
功
労
者

�

（
70
年
特
別
表
彰
）

　

安
部　

登
（
日
向
区
）

▽
奉
仕
・
特
別
協
賛
団
体

�

（
70
年
特
別
表
彰
）

　

涌
谷
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、

ア
ル
プ
ス
電
気
株
式
会
社
涌

谷
工
場

宮
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長
表
彰

宮
城
県
共
同
募
金
会

�

会
長
表
彰

▽
奉
仕
功
労
者
表
彰

　

狩
野　

堯
生
（
11
区
）

　

浅
野　

任
司
（
６
区
）

　

菊
地　

三
善
（
５
の
２
区
）

　

佐
々
木
利
子
（
８
区
）

▽
奉
仕
功
労
者
感
謝
状

　

𠮷
川　

克
巳
（
９
の
２
区
）

▽
奉
仕
・
特
別
協
賛
団
体
感
謝
状

　

宮
城
県
涌
谷
高
等
学
校

▽
永
年
勤
続
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

及
川　

幸
子
（
太
田
区
）

　

佐
々
木
征
恵
（
箟
岳
区
）

　

青
木　

貴
子
（
八
雲
区
）

　

佐
々
木
一
雄
（
小
里
区
）

　

佐
藤　

義
昭
（
11
区
）

　

佐
藤
た
か
子
（
脇
区
）

宮
城
県
民
生
委
員

�

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
62
回
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会

　
　
　
　

 （
11
月
１
日　
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
）

（
順
不
同
、敬
称
略
）

（
順
不
同
、敬
称
略
）
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「健康教室とお茶っこ飲み会」 10月8日（土）

　認知症の症状と予防について話を聞いた後、脳の活
性化を図るため、脳トレーニングをしました。グーパー
体操、変則指折り、スマヌ法を歌いながらの肩たたき、
２組に分かれ違う歌の合唱などを行いました。合唱で
は、お互い負けないように大声を出し、変な音程になっ
たことをみんなで大笑いし、盛り上がりました。
　楽しく脳トレができ、みんなの顔が明るくなりまし
た。

「10区福祉ふれあいいも煮会」 10月16日（日）

　今年のいも煮会は例年と違い、世代間交流班と一緒
に行いました。
　最高の秋晴れに恵まれました。社協職員による脳力
アップ倶楽部のおかげで、少し硬かった雰囲気も和ら
ぎ、小学生も大変賑やかでした。また、バルーンアー
トでは、子どもたちよりもおばあさんたちが夢中で楽
しそうでした。
　来年も、世代間交流班と一緒にいも煮会を行うこと
を約束しました。

「お茶っこ飲み会」 10月22日（土）

　地域の関係者と共催でお茶っこ飲み会を開催しまし
た。
　はじめに、９月、10月、11月生まれの方々に誕生
日記念品を贈呈し、みんなでお祝いをしました。その
後、「365日の紙ひこうき」に合わせて運動し、詐欺
にあわないようにオルガンの伴奏のもと「断り上手に
なる歌」を合唱しました。
　最後は、演芸大会に向け、全員参加のもと歌と踊り
の練習に励みました。歌って、踊って、笑っての楽し
いお茶っこ飲み会になりました。

城山区

10区

岸ヶ森区

長根区 「健康教室」� 10月16日（日）

　減塩をテーマにした健康教室を何度か開催してきま
したが、涌谷町はなかなかワーストグループから抜け
られないようで、今回も開催することになりました。
　実際に家で作るみそ汁の塩分を１人ひとり計り、そ
の数値を見ると驚きました。薄味のみそ汁を昼食で食
べたことで、家のものと比較することができました。
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「地域ふれあい物品」を貸し出します！
　今回紹介するのは、「ラダーゲッター」です！
　高さごとに得点が割り振られたラダー（はしご）に向かって、ひもでつながった２
個のボールを投げ、総得点を競うゲームです。手から放たれたボールは不規則に飛ん
でいくため、高い集中力が必要です！大人も子どもも楽しめる物品になっています！
　この他にも、様々な物品の貸し出しを行っています。ぜひ、ご活用ください。

問合先　☎４３－６６６１
　　　　（担当：地域福祉課）

イベント物品 はっぴ、紅白幕、行事用テント、発電機　など

レクリエーション
物 品

マインディスティックカーリング、ラダーゲッター、
ディスコン、思い出カルタ２種、スカットボール、
ゲームレール、カラーボウリング、射的、輪投げ　など

「世代間交流パークゴルフ大会」 10月30日（日）

　澄みきった青空の下、たくさんの方が参加してくだ
さり、最高のパークゴルフ日和でした。ナイスショッ
トの後は、健康推進員の皆さんが美味しいカレーライ
スを作ってくださったので、和室でそろっていただき
ました。
　昨年はあいにくの天気でニュースポーツ大会になり
ましたが、多くの方が参加できる楽しい活動を続けて
いってほしいという声がありました。

「お茶っこ飲み会inクリスマス」 12月3日（土）

　自治会長の開会挨拶後、社協職員より「認知症につ
いて」と「笑いと健康」について、ユーモアたっぷり
なお話を聞きました。最近ニュースなどで話題になっ
ており、皆さん興味深く聞き入っていました。また、
脳トレ体操も行い、楽しく身体を動かして、笑い声が
会場に響いていました。最後は合唱とサンタクロース
のクリスマスプレゼントで締めました。

「萬福会」 11月20日（日）

　今年の萬福会は、作るものを健康推進員のみんなと
話し合い、前日から準備をしました。赤飯、具だくさ
んの豚汁、手作りの漬物、デザートにはカボチャの寒
天も作り、当日は小豆の硬さや寒天がうまく出来てい
るか心配でしたが、まあまあの出来でホッとしました。
準備の間はボランティア「パンダの会」のみなさんに
今年も協力していただき、楽しい時間を過ごしました。
　最後に、テーブルを囲んでお話をしながら、カラオ
ケを歌ったり、笑顔でお話をしたりと楽しい萬福会が
出来たと感じました。

下小塚区

吉住区

八雲区

社恊だより5



PICK UP 社協事業

　
『
高
齢
期
と
健
康
長
寿
の
食
生
活
』
を
考
え
る
研
修
会
を

２
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
日
は
、「
高
齢
期
と
健
康
長
寿
の
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
、

料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
創
意
工
夫
さ
れ
た
11
点
の
メ

ニ
ュ
ー
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
し
た
地
域
の
方
か
ら
は
、

「
健
康
や
栄
養
の
話
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
集
ま
っ
て
話
し

合
う
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
行
っ
た
後
、

公
益
社
団
法
人
宮
城
県
栄
養
士
会 

会
長 

南
文
子 

氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
高
齢
期
と
健
康
長
寿
の
食
生
活
」
と
題
し
、

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
を
通
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も

健
康
で
生
活
す
る
た
め
の
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
介
護
予
防
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
は
全
13
回
が
終
了
し
、
37
名
に
修
了
証
書
を
授
与

し
ま
し
た
。
小
野
寺
社
協
会
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
び

を
地
域
で
活
か
し
、
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
健
康
で
充
実

し
た
暮
ら
し
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
講
座
の
修
了
生
は
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
介
護
予
防
を
推
進
す
る
た
め
日
々
活
動

し
て
お
り
、
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

食
を
通
し
て
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！

今
年
度
も
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
！

町内小中学生とともに、福祉を考える！

～『
高
齢
期
と
健
康
長
寿
の
食
生
活
』を
考
え
る
研
修
会
～

～
介
護
予
防
「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
～

～福祉教育出前講座～

12
月
５
日
︑
６
日

10
月
27
日

視覚障がい者の生活と盲導犬
11月9日

町内で生活する金山さんと盲
導犬パズーに普段の暮らしを
教えてもらおう！

ボランティア講演会
9月30日

パソコンボランティ
アの活動を紹介！

居住地防災学習と
高齢者施設福祉体験学習

10月20日
ゆうらいふで体験学習！

視覚障がいと聴覚障がいの
コミュニケーションの方法

11月22日
町内で生活する吾妻さんと手
話の会「ダンボ」に、コミュ
ニケーション方法を教えても
らおう！

箟岳白山小学校 涌谷中学校 月将館小学校
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〜わたしたちは、あなた「ゆう：You（利用者：家族：地域住民）」と伴に、
　あなたの生活「らいふ：Life（人生：生命：生涯）」を大切にします〜

通 信

「
冬
の
風
物
詩
盛
り
だ
く
さ
ん
」

「
職
場
体
験
学
習
受
け
入
れ
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
交
流
を
通
し
て
、社
会
参
加
」

「
い
も
煮
会
行
事
」

　

12
月
8
日
に
中
塩
朱
華
先
生
の
書
道

教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。
入
居
者
の
皆

さ
ん
は
、
集
中
し
て
作
品
を
書
き
上
げ

ま
し
た
。

　

同
日
、「
エ
プ
ロ
ン
お
ば
さ
ん
と
遊
ぼ

う
広
場
」
の
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ペ
シ
ャ
ル

に
参
加
し
ま
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
、
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
配
り
、
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
６
日
と
７
日
の
両
日
、
涌
谷
高
等
学

校
生
徒
の
職
場
体
験
学
習
を
受
け
入
れ
ま
し

た
。
孫
や
、
ひ
孫
の
年
齢
の
高
校
生
を
前
に

皆
さ
ん
大
喜
び
で
、
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
飾
り
付
け
を
し
て
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
た
交
流
で
元
気
を
も
ら
い
、

こ
れ
か
ら
も
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
そ
う
で
す
。

　

10
月
は
、
鬼
首
の
か
ん
け
つ
泉
を
見
学
し
、

新
し
く
開
通
し
た
花
渕
山
バ
イ
パ
ス
を
通
り
景

色
を
満
喫
し
ま
し
た
。
11
月
は
、
町
民
文
化
祭

に
布
ぞ
う
り
、
ク
ラ
フ
ト
製
品
な
ど
の
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
12
月
に
は
、「
わ
く
や
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
」
に
参
加
し
日
頃
の

活
動
で
製
作
し
て
い
る
作
品
を
展
示
即
売
し
ま

し
た
。
様
々
な
行
事
を
通
し
て
多
く
の
人
と
交

流
し
、
社
会
参
加
の
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
9
日
に
い
も
煮
会
を
行
い
、
利
用
者
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
調
理
を
行
い
ま
し
た
。「
野

菜
は
か
た
い
も
の
か

ら
煮
込
ん
で
！
」「
お

肉
は
煮
え
す
ぎ
な
い

よ
う
に
！
」
な
ど
、
お
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
な
が
ら
、
お
い
し
い
い
も
煮
が
完
成
し

ま
し
た
。
寒
さ
が
深
ま
っ
て
い
く
中
、
心
も

体
も
あ
た
た
ま
っ
た
一
日
で
し
た
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
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編
集
・
発
行

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

社
会
福
祉

法
　
　
人

社
恊
だ
よ
り

福
祉
わ
く
や

2017.1
第
120号

ボランティアグループ
「あけぼの会」

朗読テープの貸し出し
　町広報・社協だよりの朗読テープを無料で貸
し出しています。視覚障がい者の方、介護者の
方など、お気軽にご利用ください。
ボランティアグループ「あけぼの会」
� 問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

　桜並木の広い道路を走っていると朱色の柱が印
象的な建物が見えます。通りすがりの人は何の施設
だろうと思います。今号に法人設立35周年とあり
ますが、「ゆうらいふ」ができてから13年になり
ます。涌谷社協の活動が徐々に浸透しているとは
思いますが、若い世代にはまだ十分でないかもし
れません。「あの施設は何だろう」に社協だより「福
祉わくや」が役立てればと思います。今回で120
号となりましたが、これからも地域の福祉活動を
わかりやすくお伝えします。これにより、福祉に
少しでも関わりを持つきっかけになれば幸いです。
� 広報委員

編集後記

秘密厳守！

「生活が苦しい」　「介護に疲れた」
「子育てが不安」　「職場環境が悪い」

　など・・・

独りで悩んでいませんか？
まずは、お気軽にご相談ください。

開 設 日：１月25日（水）、２月22日（水）
　　　　　３月22日（水）
相談時間：午後1時〜午後３時
相談場所：ゆうらいふ相談室
※相談日以外にも、ご相談をお受けします。
　問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

心温まる善意
ありがとうございました

（平成28年10月7日～平成28年12月20日まで）

●上郡1区	 杉崎　啓志　様	 6,164円

寄 付 金

●日向区	 小山　　東　様	 獅子舞かざり
●下町区	 鈴木　新吉　様	 紙オムツ等
●八雲区	 佐藤　徳彦　様	 手指消毒器

寄付物品

生活相談所

　未就学の子どもたちとその保護者を対象に、自由遊
びや子育て相談を通して、交流を図る場としています！
　参加費、申込み不要ですので、ぜひご参加ください！

●問合先　☎43-6661（担当：地域福祉課）

エプロンおばさんと遊ぼう広場
毎週木曜日（祝祭日除く）午前10時から開催！！

宮
城

県
遠

田
郡

涌
谷

町
涌
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字

新
下

町
浦

192番
地

涌
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齢
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ゆ
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ふ
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TEL（
0229）43−
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0229）43−
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：
http://w

w
w

.w
akuya-sfk.net/

〒
987-0121

社会福祉法人宮城県社会福祉協議会
宮城いきいき学園平成29年度学園生募集

　宮城いきいき学園は、高齢者へ学習の
場を提供し、生きがいと健康づくりの推
進、地域社会の発展に寄与できる地域
リーダーや「地域の支え合い」の一翼を
担うことのできる人材の育成、地域貢献
活動への参加を目的に開校しております。
　学習やスポーツ、文化活動を通して仲
間とふれあいを深め、明るく楽しい充実
した学園生活をぜひご体験ください。

○申込概要
対　象：宮城県内に居住する概ね60歳以上の方
　　　　健康で学習意欲があり、2年間受講可能な方
人　員：各校40名
場　所：①仙南校　②大崎校　③石巻校
　　　　④気仙沼・本吉校　⑤登米・栗原校
　　　　※通学可能な場所をお申し込みください。
日　程：１年間22日（２学年制）
入学金：5,000円
受講料：20,000円（年間）

○募集期間は、平成29年2月28日（火）必着です。
○申込書類は、涌谷町社会福祉協議会にあります。
○受講に関する詳細は、下記まで問い合わせください。
　社会福祉法人宮城県社会福祉協議会　☎022-225-8477（担当：いきがい健康課）

多くの参加お待ちしております！
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